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協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

講
師　

�

小
正
裕
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
教

授
）

内
容　

�

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

共
催　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）。
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人

に
限
り
ま
す

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

中
原
寛
和
氏
（
近
畿
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

外
傷
歯
の
治
療

日
時　

�

11
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
59
分
ス
タ
ー
ト
（
９
時

30
分
集
合
）

会
場　

�

天
野
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
大
阪
府
堺
市
南
区
別

所
１
５
４
９
―
46
）

会
費　

�

プ
レ
ー
フ
ィ
ー　

２
万
１
７
０
０
円
（
乗
車
カ
ー
ト

・
キ
ャ
デ
ィ
付
き
）

　
　
　

コ
ン
ペ
参
加
費　

５
千
円
（
会
食
・
賞
品
代
）

医
科
・
歯
科
協
同
組
合 

３
団
体
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

大
阪
市
東
部
・
北
部
・
南
部
地
区

日
時　

11
月
23
日
（
金
）
午
前
８
時
～
午
後
７
時

行
き
先　

久
美
浜
温
泉
（
京
都
府
京
丹
後
市
）

集
合
場
所　

難
波
８
時
、
梅
田
８
時
30
分　
　

定
員　

45
人

会
費　

１
万
円
、
高
校
生
以
下
６
千
円

解
禁
後
の「
か
に
食
べ
に
行
こ
う
」日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

情
報
化
社
会　

知
っ
て
い
ま
す
職
員
は

　

備
え
が
大
切
、雇
用
ト
ラ
ブ
ル
対
応
法

　

韓
国
の
原
発
問
題
を
考
え

る
市
民
公
開
講
座
が
９
月
29

日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京

都
（
京
都
市
）
で
開
か
れ
、

市
民
ら
40
人
が
参
加
し
た
。

韓
国
で
環
境
運
動
に
取
り
組

む
、
金
益
重
（
キ
ム　

イ
ク

チ
ュ
ン
）
東
国
（
ト
ン
ゴ

ク
）
大
学
教
授
が
講
演
。
保

団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
が
主
催

し
た
も
の
。

　

慶
州
環
境
運
動
連
盟
会
長

を
務
め
、
韓
国
で
反
核
医
師

の
会
の
活
動
に
役
員
と
し
て

参
加
す
る
金
氏
。
韓
国
内
に

23
基
あ
る
原
発
を
廃
止
す
る

「
脱
核
」を
呼
び
か
け
て
き
た
。

　

金
氏
は
、
日
本
が
実
現
で

き
な
け
れ
ば
韓
国
は
脱
原
発

で
き
な
い
と
し
、「
必
ず
脱

原
発
を
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
た
。　

反
核
医
師
近
畿
懇
談
会

　

韓
国
の
核
兵
器
廃
絶
運
動

の
現
状
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

近
畿
各
地
の
活
動
を
交
流
し

よ
う
と
、
近
畿
反
核
医
師
近

畿
懇
談
会
が
９
月
30
日
、
京

都
市
内
で
開
か
れ
た
。
近
畿

７
保
険
医
協
会
、「
核
戦
争

に
反
対
す
る
医
師
の
会
」
の

医
師
・
歯
科
医
師
ら
30
人
が

参
加
し
た
。
歯
科
協
会
か
ら

は
玉
川
明
弘
氏
ら
２
氏
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
、
金
益
重
（
キ
ム　

イ
ク
チ
ュ
ン
）
東
国
（
ト
ン

ゴ
ク
）
大
学
教
授
が
韓
国
の

原
発
問
題
と
核
兵
器
廃
絶
運

動
の
現
状
に
つ
い
て
話
題
提

供
し
た
。　

　

懇
談
で
は
玉
川
氏
が
こ
の

間
の
協
会
活
動
で
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
撤
回
を
求
め
る
理
事

長
声
明
、
機
関
紙
で
の
沖
縄

問
題
、
原
発
問
題
特
集
な
ど

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
10
月
７

日
の
「
原
発
ゼ
ロ
の
会
大

阪
」
発
足
１
周
年
の
つ
ど
い

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　

初
め
て
降
り
た
近
鉄
奈
良

線
の
「
八
戸
ノ
里
」
駅
の
構

内
で
漠
然
と
立
っ
て
い
る

と
、
買
い
物
籠
を
手
に
し
た

初
老
の
女
性
が
「
ど
こ
へ
行

か
れ
る
ん
で
す
か
」
と
聞
い

て
く
れ
た
。
私
の
行
き
先
を

予
期
し
て
た
か
の
よ
う
に
司

馬
遼
太
郎
記
念
館
の
場
所
を

簡
潔
的
確
に
教
え
て
く
れ

た
。
さ
す
が
に
司
馬
遼
太
郎

（
１
９
２
３
～
９
６
年
）
は

没
し
て
20
年
足
ら
ず
、
ま
だ

が
、
作
家
司
馬
遼
太
郎
を
語

る
方
を
優
先
す
る
。

　

彼
は
文
化
勲
章
の
他
文
学

賞
の
栄
誉
も
多
々
あ
る
が
、

て
が
評
価
基
準
の
時
代
の
作

家
で
あ
る
。
純
文
学
か
風
俗

小
説
か
と
い
っ
た
議
論
は
中

村
光
夫
（
１
９
１
１
～
８
８

セ
イ
、
対
談
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
。
そ
の
歴
史
小
説
は
せ

り
ふ
か
ら
口
臭
が
に
お
う
程

人
物
像
が
活
写
さ
れ
る
が
、

の
経
験
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
史
観
を
持
つ
。
無
論
小

説
だ
か
ら
そ
の
史
観
に
共
感

す
る
の
も
反
発
す
る
の
も
勝

手
で
無
害
で
あ
る
。「
正
し

い
歴
史
認
識
」
な
ん
て
多
様

な
個
人
の
尊
厳
を
認
め
な
い

文
明
度
の
低
い
屁
理
屈
だ
と

私
は
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
記
念
館
の
全
壁
面
の

吹
き
抜
け
の
天
井
に
ま
で
達

す
る
膨
大
な
彼
が
遺
し
た
書

籍
類
は
私
が
よ
く
行
く
図
書

館
よ
り
す
ご
く
、
作
家
の
情

報
収
集
の
膨
大
さ
と
読
書
ス

ピ
ー
ド
の
す
さ
ま
じ
さ
を
示

し
、
無
論
私
の
情
報
源
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
。

　

ワ
ー
プ
ロ
を
使
わ
ず
手
書

き
の
彼
の
削
除
や
書
き
込
み

だ
ら
け
の
原
稿
を
整
理
し
た

編
集
者
（
確
か
女
性
の
専
属

編
集
者
だ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
が
）
の
情
熱
も
半
端
で

な
い
。

�

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

有
名
人
で
あ

る
。

　

こ
の
記
念
館

は
安
藤
忠
雄
の

設
計
で
豪
華
繊

細
で
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
に
足
り
る

松
本
清
張
（
１
９
０
９
～
９

２
年
）
と
並
ん
で
高
額
所
得

者
番
付
け
作
家
の
部
で
何
度

も
１
、
２
を
争
っ
て
い
た
。

売
れ
て
読
ま
れ
て
支
持
さ
れ

年
）
と
丹
羽
文
雄
（
１
９
０

４
～
２
０
０
５
年
）
が
昔
や

り
あ
っ
て
そ
の
後
は
誰
も
論

じ
な
い
。
彼
の
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
は
こ
の
記
念
館
を
拠
点
に

活
動
し
て
お
り
、
誰
で
も
入

会
で
き
る
。
彼
の
作
品
は
歴

史
小
説
の
他
に
紀
行
、
エ
ッ

国
家
が
個
人
と
似
て
過
去
か

ら
染
み
付
い
た
一
種
の
癖
で

行
動
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

躍
動
的
な
国
の
動
き
を
描
写

し
独
特
の
「
司
馬
史
観
」
と

言
わ
れ
た
り
す
る
。
史
観
な

ん
か
誰
も
が
他
人
と
別
の
時

代
に
別
の
環
境
と
情
報
で
別

市
民
公
開
講
座

保団連近畿
ブ ロ ッ ク

日
本
、必
ず
原
発
廃
止
を

金
教
授
招
き
韓
国
の〝
脱
核
〟学
習

戦争と医の倫理 参加費無料
11／16～21京都で開催

パネル展
日本の医学者・医師の「15年戦争」
への加担と責任

日時　�11月16日（金）～11月21日（水）
午後５時まで

会場　�京都大学百周年時計台記念館
国際交流ホール

国際シンポジウム

ドイツと日本の検証史の比較

日時　11月17日（土）午後３時～６時
会場　�京都大学百周年時計台記念館

百周年記念ホール
パネリスト
ドイツ　Ｔill Ｂastian氏 （医師、作家）
日　本　刈田　啓史郎氏（元東北大学教授）

医師・医学者の戦争加担・非人道的行為を検証

鴨

　川

東
大
路
通

川
端
通
出
町
柳
駅

神
宮
丸
太
町
駅

京
阪
鴨
東
線

京大正門前

百万遍

御蔭通

今出川通

東一条通

近衛通

丸太町通

本部構内

京都大学百周年
時計台記念館

244

天
井
に
達
す
る
膨
大
な
書
籍

司
馬
遼
太
郎
記
念
館

韓
国
の
反
核
運
動
を
報
告
す

る
金
教
授
（
右
端
）
と
参
加

者
ら
＝
９
月
30
日
、
京
都
市

　日本の医学界・医療界における反省と謝
罪、医の倫理に反する行為を繰り返さない決
意の必要性を明らかにする。全123点。

　医学者・医師が戦争に加担した歴史を検証しようと11月17日（土）、国際シンポジウム「戦争
と医の倫理－ドイツと日本の検証史の比較－」が京都大学百周年時計台記念館で開かれる。関連
して、11月16日（金）～11月21日（水）、同館
国際交流ホールでは「戦争と医の倫理」パネル
展を実施する。主催は「戦争と医の倫理」の検
証を進める会。いずれも参加費は無料。

　医師・医学者の「戦争医学犯罪」を象徴する
「731部隊」、「アウシュビッツ強制収容所」等、
日本とドイツは、医師・医学者の戦争加担の実態
をその後の医学教育や医の倫理にどのように生か
してきたのか教訓と課題を探る。

お問い合わせ　
　「戦争と医の倫理」の検証を進める会
　℡ 03-3375-5121　まで

天井に達する６万冊に及ぶ蔵書類
（写真提供・司馬遼太郎記念財団）

●京都大学国際交流ホール（京都大学吉田キャンパス）
京都駅（JR・近鉄）より市バス206・17／阪急河原町駅より
市バス201・31・３・17／地下鉄烏丸線今出川駅より市バス
201・203／地下鉄東西線東山駅東山三条駅より市バス206・
201・31「京大正門前」下車。京阪鴨東線出町柳駅徒歩20分。
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